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2023年７月24日(晴) 

第２９２１回例会(第２回) 
NO.2455 

次         第 

                                                              司会；明石浩貴幹事 

『第２５４０地区 ガバナー公式訪問』 
 

１．点 鐘 進藤 政弘 会長 

２．ロータリーソング「我等の生業」 

３．「四つのテスト」唱和 

４．来訪ロータリアンの紹介 廣嶋正彦副会長 

淡路徹ガバナー（潟上ＲＣ） 

小玉久則中区ガバナー補佐 （秋田港ＲＣ） 

５．お食事の時間 

６．会長の時間 進藤 政弘 会長 

 

７．幹事報告 明石 浩貴 幹事 

８．ニコニコニュースの時間 加茂谷博文委員長 

 

９．ガバナー公式訪問 

 

「講 話」  国際ロータリー第2540地区 

        2023-2024年度ガバナー 淡路 徹 氏 

 

10．点 鐘 進藤 政弘 会長 
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 2023-2024RI2540D ガバナー就任挨拶  

国際ロータリー2023－2024 年度テーマと地区スローガン 

 

 

国際ロータリー2023－24年度のテーマを「世界に希望を生みだそ

う」とゴードンＲ・マッキナリーRI会長が提唱されました。これ

を受けて2540地区スローガンは「一人ひとりの奉仕が光をともし、

みんなの明かりに」とします。 

ロータリー発足から118年間 変わらないことは、奉仕という目

的の達成に、親睦交流が調和され、倶（とも）に楽しむ奉仕活動で

す。 

12年前の2011年3月11日東日本大震災後、毎日のように流れていた言葉があります。

「こころ」はだれにも見えないけれど、「こころづかい」は見える。「思い」は見えない

けれど「思いやり」はだれにでも見える。宮澤章二（大正８年生）の詩です。 

 

日本では「絆の輪」と言い「奉仕」が脈々と続いています。 

私は、思いやりや心づかいの「奉仕」には、次の４つの表現方法があると思っています。 

 

１ 困って疲れ切った人、恐怖におののく人 その傍に居て共感し寄り添うことで心の

つながりが出き、連帯が生まれます。 

２ 当惑し悲嘆にくれる人と、同様な状況にある人を結び合わせ情報を共有し、支え

いたわりあうことで大きな心の支えになります。 

３ 困窮のどん底にある人と、その問題を解決しようとする人を結び付け、解決の糸口を

補助する。 

  お節介といわれても補助に徹する。いつか大きな支えだったと感謝に変わります。 

４ 困っている人に物品や金品を提供し、笑顔で直接手助け援助する。 

 

この４点目が、往々にして諸刃に変わることがあるので、強い信頼関係が必要です。
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 ロータリアンは長きあいだ奉仕を実践し続け、国内そして世界のネットワークで、お互い

強い信頼関係を深めてきました。 

2019年12月中国武漢から始まった新型コロナウイルス世界パンデミックの被害児、自国

本位の侵略戦争による戦争孤児、トルコ・シリア大地震の災害孤児等この様な時こそ、

ロータリー精神とロータリー活動が必要であり、重要だと感じています。 

ロータリーの基本は「アイサーブ」です。一人ひとりのロータリアンは、己の欲望や邪念に

打ち勝ち、品性を高め、倫理を重んじ、人助けをする専門職の実業人で四つのテストを繰り

返す仲間です。 

そして「私が奉仕します」で、それぞれの職業で地域に根差した活動に努め、地域住民に

喜んでもらい、そして地域から求められる職業活動、社会活動こそが、継続する源泉です。

持続的発展を可能とします。いかに世のため、人のために尽くせるか、日々たゆまぬ克己を

重ねるのが「私が奉仕します」なのです。 

 

私たちロータリアン 

一人ひとりの奉仕が光をともし若者を育み、みんなの明かりとなり、世界に希望を生み出

しましょう。 

 

 

 

2023-2024年度ＲＩ第2540地区方針と地区スローガン 
 

 

１．新 2020～24年地区計画が終了します。地区長期計画委員会を設置し、2025～2029年

５ヶ年計画の立案・策定に着手します。 

２．新 ＤＥＩ（多様性・公正・包括性）プロジェクトを設置し、地区内クラブへの浸透を

図ります。 

３．新 各種研修セミナーにＲＬＩ方式を採用し、研修の楽しさを学びクラブへの拡大を

図ります。 

４．継 クラブの資質向上を目指し、全クラブへＲＬＩセミナー参加を奨励し、ＤＬ

（ディスカッションリーダー）を育成します。 

５．新 ＤＬＰ（地区リーダープラン）を導入し、少子高齢地区に対応した組織とします。
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６．継 会員維持増強・拡大を目指します。 

    少子高齢が進む当地区、これまでの会員目標絶対数から、人口10万人当り会員数

目標130人と設定。県内事業所数は44,500業者（2022年調）で、ロータリアンの加入

率目標を2．75％とします。事業所数を拡大する必要があります。その結果、会員数

は1225人（女性会員134人） 

７．再 分区別会員維持増強連絡協議会を開催し、具体的目標数を各分区各クラブで明示

します。 

８．継 少数クラブ活性化プログラムとして、分区及び隣接クラブと積極的に連携行事を

行い、会員候補者を紹介する等、会員増強に取り組む活動を支援します。 

９．継 衛星クラブ、ローターアクトクラブ、Webクラブなどで1クラブ創設を目指す支援を

します。 

10．継 マイロータリーの活用（登録率60%）を目指し、マイロータリーラーニングセンターの

活用を促し、ロータリーへの関心度向上に努めます。 

11．継 既存メディアや新媒体活用を多様化させ、ロータリー認知度を高める公共イメージ

向上に努めます。認知度を上げるためロータリーロゴ、マークの周知を図ります。 

12．継 ロータリー財団年次基金一人150ドル、ポリオ30ドルを目指します。 

13．再 ポリオ撲滅運動を継続します。 

14．継 青少年交換、米山奨学生制度を活用し、全クラブからの希望を優先し、募集及び

ホストクラブ早期実現を図り、若者へロータリー活動の周知を図ります。米山基金

一人14,000円 

15．再 SDGs、カーボンニュートラル、生物多様性等の観点から環境保全活動を推進します。 

16．再 ＲＩ会長賞に取り組むクラブを支援します。 

17．再 ロータリー希望の風を支援します。 

18．継 ロータリーカードの利用促進に努めます。 

19．継 地区大会、国際大会への参加を呼びかけ、動員数の増加に努めます。 

 

 

  注：新 2023-24年度の事業 継 前年度からの継続事業 再 過年度事業で再開する事業 

 

 

地区スローガン  ひとり一人の奉仕が光をともし、みんなの明かりに 
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◎幹事報告 明石 浩貴 幹事 

 

【例会変更】 

 ・秋田北ＲＣ  … 8 月   8 日（火） 休会 

    〃    … 8 月 15 日（火）  〃 

    〃    … 8 月 22 日（火） 2500 回記念例会 

 ・秋田ＲＣ   …  8 月   9 日（水） 納涼例会 

    〃     … 8 月 16 日（水） 特別休会 

 ・秋田南ＲＣ  …  8 月 10 日（木） 祝日を含む週の休会 

    〃    … 8 月 24 日（木）→ 26 日（土）納涼親睦例会 

 ・秋田中央ＲＣ … 8 月   4 日（金）→ ２日（水）会場都合のため曜日変更 

 

【レート変更】 

  7 月 1 日より、$1＝¥145 

 

【お知らせ】 

 ・「ハイライトよねやま№280」がホームページより配信されました。 

 

【到  着】 

 ・ガバナー月信   7 月号 

 

◎ニコニコニュース 加茂谷博文委員長 

 

※淡路徹ガバナー、小玉久則中区ガバナー補佐より、ニコニコを頂戴しました。 

 

平澤 孝夫 パストガバナー 

 淡路ガバナーの公式訪問を歓迎いたします。 

 

大門 一平 元会長 

７日８日開催の秋田カントリー倶楽部月例シニアの部で、今期ベストスコアの 84、ハン

ディ 12 のイーブンパーで回ることができたのでニコニコします。 

 

加茂谷博文 委員長 

豪雨災害にあわれた皆様の１日も早い復旧と、そんな中、22 日４試合ぶりの勝利で勇気

づけてくれたブラウブリッツ秋田にニコニコいたします。 


